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　市では、「ふるさと・るもいの応援団」からの寄附を活用しなが
ら、さまざまな事業に取り組んでいます。

留萌市応援寄附の
運用状況について

　　　　　　　　市・ふるさと納税課　　　56-5001　　　　　　　　市・ふるさと納税課　　　56-5001問 ℡

【温かいメッセージが応援者から届きました（一部を抜

粋）】昨年末も返礼品に、この味付け数の子 180 ｇ３袋

をいただきました。とても美味しく、お正月に親戚、家

族に喜ばれました。今年も楽しみにしております。／留

萌は何回も宿泊していますが、海産物が美味しいですね。

／若者たちが安心して暮らせる町づくりと医療体制の充

実をしてください。ほか

▼令和３年度は、寄附件数が延べ 49,421 件

（個人49,408件、団体13件）、総額７億6,375

万 5,200 円となりました。なお、地域別で

は、道内 2,701 件（うち市内 17 件）、道外

46,720 件でした。

◆留萌市応援基金の状況（令和３年度実績）

※令和３年度（2021 年度）中の寄附金から、返礼品や返礼品の送付に係る経費を差し引いた金額と基金積立金に
　より得られた運用益を基金への積立可能額としています。

留萌市　応援寄附

検　　索
◎「『若者たちが萌えるまち』留萌市応援寄附」の詳細については、
　市ホームページ（http://www.e-rumoi.jp/）をご覧ください。

　市では、「留萌市応援寄附金（ふるさと納税）返礼品」への提供を希望する協力事業者（市内に本社
または支社などがある事業者）を募集しています。詳しくは、市ホームページをご覧いただくか、市・
ふるさと納税課へお問い合わせください。

「若者たちが萌えるまち」留萌市応援寄附「若者たちが萌えるまち」留萌市応援寄附

寄附事業の区分（略称）
令和２年度末 令和３年度

合　　計
累　計　額 活用金額 積立可能額

（１）萌える若者たちのまちづくり 3,308万3,841円 1,038万9,869円 974万0,938円 3,243万4,911円
（２）ふるさとの海づくり・里山づくり 4,734万9,650円 107万8,104円 2,455万5,187円 7,082万6,733円
（３）ニシン文化の継承 886万3,668円 165万0,000円 677万5,605円 1,398万9,273円
（４）食のブランド化、食育 1,712万0,016円 13万0,702円 743万2,882円 2,442万2,195円
（５）健康で輝きのある元気づくり 506万7,102円 87万8,870円 306万7,903円 725万6,135円
（６）安心して暮らせる地域医療づくり 5,932万8,752円 236万9,271円 1,373万8,872円 7,069万8,353円
（７）こどもの健全な育成 6,175万7,981円 287万6,446円 3123万5,443円 9,011万6,978円
（８）市長が特に必要と認める重点事業 1億4,782万6,236円 8,559万1,758円 2億2,227万1,907円

3億1,362万5,000円
　　スポーツを通じて子ども達を応援 － 1,811万3,509円

　　企業版ふるさと納税 － 1,100万0,000円
基金運用益 － 5,106円

新型コロナウイルス感染症対策 4,667万0,564円 81万4,000円 922万6,248円
5,508万3,544円

基金運用益 － 732円
前各号に掲げる事業の他 － 16万4,000円 16万4,000円

合　　　計 4億2,706万7,810円 1億0,577万9,020円 3億5,732万8,332円 6億7,861万7,122円

◆令和３年度 活用事業
　令和３年度は、留萌市応援基金を取り崩し、29の事業を実施しました。そのうち６つを紹介し
ます。なお、その他の事業については、市ホームページで公表していますのでご覧ください。
　市では、より良いまちづくりのため、今後も寄附金を効果的に活用していきます。

　音楽合宿を通じて市民が音楽にふれあう機会を創出するとともに、交
流人口の拡大を目的に活用しました。令和３年度は７月から 10月まで
４校が訪れ、延べ約 500 泊しました。

　令和３年４月１日から指導者人材を招き
子どもたちの競技力強化に向けた取り組み
を進めたことにより、個人・団体で全国出
場だけでなく、大会において優秀な成績を
納めることができました。さらに、卓球関
係のスカウティングの実施により令和３年
度中に２名の学生が他地域より移住するな
ど、移住促進が図られました。

　家庭から排出されるごみ
を所定のクリーンステーショ
ンにまで搬出することが困
難な36 世帯に対し、ごみ
搬出時における負担を軽減
するため、戸別にごみを収
集しました。

　学校法人河合
塾と包括連携協
定を締結したこ
とにより、地元
高校を中心に教
育を基軸とした
地域振興を進め
ることができま
した。また、株式会社コンサドーレ及び一般社団法人コ
ンサドーレ北海道スポーツクラブと包括連携協定による
スポーツを通じた地域活性化を実現しました。さらに、
株式会社 VICTAS と包括連携協定を締結し、卓球を通じ
た地域振興に向けて子どもたちの競技力向上を図ること
ができました。

　学習サポートの場を 16回開設
し、延べ約 70名が参加しました。
元塾講師や元学校教諭らスタッフ
の指導により、宿題や問題集など
を楽しく取り組みました。また、
体験事業を７回実施し、延べ約
100 名が参加しました。

　４月から翌年１月までミズダコ種苗
生産試験を行い、ミズダコの基礎的な
生態を把握することができました。
　また、通年で海藻類養殖試験事業を
行い、スジアオノリの陸上養殖試験で
は、出荷サイズまで成長することが確
認できました。

◎音楽合宿のまち「るもい」事業　168万6,147円

◎卓球競技力強化事業　83万9,520円

◎ごみ収集支援事業
62万5,200円

◎地域戦略推進事業　125万9,222円

◎産学官連携協定事業　107万8,104円

◎寺子屋るもいっこ事業
153万7,445円

　市では、留萌市出身または留萌市にゆかりがあり、各分野で活躍する方を留萌市ふる
さと応援推進大使に委嘱し、特産品を中心とした留萌市の魅力を全国にＰＲしていただ
いています。第１号として、るもい応援歌「留萌　人情　みなと町」を発売した演歌歌
手の松前ひろ子さんに委嘱しました。

留萌市ふるさと応援推進大使第１号に松前ひろ子さん


